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日本海の硫化水素含有メタンハイドレートの生成と進化

Origin and evolution of H2S-bearing methane hydrate in the Sea of

Japan
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　日本海の表層型メタンハイドレート鉱床は、２つの発達段階を経て成立した。第一段階は高い熱流量を維持

し続け、有機物を集積し、さらに反転テクトニクスによってガス移動と集積場を準備した日本海形成の

2500万年の構造発達過程で、これにより、ハイドレートの“容れ物”としてのガスチムニーが発達した。第

二段階は数10万年のタイムスケールの氷期・間氷期変動である。氷期・海水準低下に対応した深部ハイド

レートの広域的分解とメタン供給の強化によって効率的な集積がなされた。高フラックス時には海底下数

10メートル以内で粒子排除型の結晶成長により塊状ハイドレート形成が進んだ。この時、海底付近での硫

酸-メタン反応も強化され表層直下に硫化水素が蓄積、表層数メートル以内で生成したハイドレートは硫化水素

を最大数パーセントも取り込んだ。海水準低下に呼応し、ガスチムニーの最上部には硫化水素含有ハイド

レートが繰り返し発達した。一方、継続的な成長に伴って埋没するハイドレートは埋没過程で硫化水素を失

い、ガスチムニーの深部での硫化水素含有量は数10ppm程度となるものが多い。 

 

　日本海の拡大と収縮に関係した断層を通路とした深部過剰ガスの定常的供給と、海水準低下期におけるハイ

ドレートの分解と再沈殿（メタンのリサイクル）が、日本海における密集型メタンハイドレート発達の要因で

あると結論できる。
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